


























コ・カサレグノ (Federico Casalegno) による
と, 相互交流的な ICT (Information Communi-
cation Technology) 技術は, 地域の歴史的な知
識や社会的な記憶を記録し, 蓄積し, 分かち合う
可能性を高めることで, コミュニティの結束を強










本稿は, 2011年度から 2012年度にかけて千葉県流山市, 駒木・十太夫地区で実施された, e防災マップによ
るまちづくりの参与観察による記録・研究である｡ 駒木・十太夫地区はつくばエクスプレス線 (TX) 開設に伴
う開発区域であり, まだ住民が住み始める前から, 関係企業がまちづくりに取り組んだ｡ 本稿では, GISによる
防災地図を用いた, 住民と企業による街歩き社会実験を, 情報技術で媒介された集団記憶とローカル・コミュニ
ティの創出としてとらえた｡ e防災マップは, 地理情報システムを用いた生活記録の蓄積と同じ意味を持ち, コ
ミュニティの創造に寄与する性格を持つといえる｡ 地図を用いたまち歩きの効果は, イベント後のアンケート評
価でも好評を得た｡ なお, この研究は江戸川大学学内共同研究費 『地域活動の ｢見える化｣ によるコミュニティ














た (Pitkin, 2006, 77)｡ ピトキンは, ロサンジェ
ルスの近隣知・ロサンジェルス ｢Neighborhood



























公的な制度や義務がない (大内, 2006)｡ 従って,
居住者が自発的に努力して結成しない限り存在で































つくばエクスプレス (TX) の開業 (2005年 8
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他方, 流山市では, 市民主導による ｢まちづく
















者達が, 平等に, オープンに話し合い, 事業に参
加する考え方である｡ そのため, 第三者の協働ア
ドバイザーを置く必要がある｡ この役割を江戸川



























































































stakeholder Process: MSP) とは, 異なる利害
関係の人々が平等の立場で話し合いを行う, 一つ







































































2012年 8月 20日, 23日 場所：流山市立小山小
学校











2012年 9月 15日 場所：江戸川大学マルチメディ
アセンター
災害と災害危険度を区別して考える必要性つい




































































































































教員・学生) で, 学生は正規の授業 (現代社会学











図 5 e防災マップによるまちづくり講習会第 1回
図 6 e防災マップによるまちづくり講習会第 2回
 2012年 9月 22日 e防災マップによる
まち歩き
まち歩きプログラムの実施にあたっては, 授業














図 8 住民によるまち歩き結果の発表 図 9 住民によるまち歩き
9月 22日当日は流山市立小山小学校ランチルー

















地区に区分した (図 7)｡ さらに, 当日参集した













班ずつ報告した (図 8)｡ また, 参加者全員に
｢防災まち歩きについてのアンケート調査｣ を行
い, イベントの評価も行った｡ このまち歩き調査
は, 災害図上訓練 DIG (岐阜県) を参考として
企画した｡





















図 10 学生による e地図の更新
図 11 学生が更新した e地図
の申し出た学生に, マイマップの作成を指示し,
その成果を学園祭で展示した｡ e-マップの優れた











































































存在を知らない 14 28.6 28.6 28.6
存在を知っているが見たこと
がない
19 38.8 38.8 67.3
見たことはあるが自宅のどこ
にあるか知らない
8 16.3 16.3 83.7
取り出しやすい場所にいつも
保管している
8 16.3 16.3 100.0
合 計 49 100.0 100.0
防災地図やハザードマップの存在を知らない人が 28.6％, 知っているが見たことのない人 38％
である｡







とてもできた 12 24.5 24.5 24.5
ややできた 12 24.5 24.5 49.0
あまりできない 14 28.6 28.6 77.6
かなりできない 8 16.3 16.3 93.9
無回答 3 6.1 6.1 100.0
合 計 49 100.0 100.0







前よりかなりできる 18 36.7 36.7 36.7
前よりややできる 15 30.6 30.6 67.3
あまりできない 9 18.4 18.4 85.7
かなりできない 5 10.2 10.2 95.9
無回答 2 4.1 4.1 100.0









とてもできた 21 42.9 42.9 42.9
ややできた 27 55.1 55.1 98.0
あまりできない 1 2.0 2.0 100.0
合 計 49 100.0 100.0
イベントにより防災について関心が高まった人は 98％であった｡
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とても思う 8 16.3 16.3 16.3
やや思う 29 59.2 59.2 75.5
あまり思わない 11 22.4 22.4 98.0
かなり思わない 1 2.0 2.0 100.0
合 計 49 100.0 100.0
まち歩きイベントで知り合いが増えたと思う人は, ｢とても思う｣ 人が 16.3％, ｢やや思
う｣ 人が 59％で肯定的な回答が 75％にのぼった｡







とても思う 21 42.9 42.9 42.9
やや思う 25 51.0 51.0 93.9
あまり思わない 3 6.1 6.1 100.0
合 計 49 100.0 100.0
地図を見ながら歩いてまちをより良く知るようになった人が 93％であった｡
